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10月放送のCTY-FM「よっかいち　わいわい人探訪！」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

インタビューに応える
清水さん

大四日市まつり「おどりフェスタ」での披露 森市長（前列中央）を囲んで

四日市農芸高校　ダンス部

でした。難し過ぎず、誰もが踊れる振り付けだ
けれども、ダンス部らしくしようと部活動の合
間を縫って部員全員で作り上げました。高校生
ならではの力強さ、元気な笑顔に注目して見て
もらえるとうれしいです。

かぶせ茶のおいしさにも触れて
普段、急須でいれたお茶を飲む機会はほとん

どなかったのですが、撮影中に急須でいれたお
茶をいただきました。甘味があって飲みやすく、
かぶせ茶のおいしさを知ることが
でき、その感動を伝えたく、動画
の中に急須でいれたお茶を飲む姿
も盛り込んでもらいました。

ダンスは自分らしさを表現できる
私自身は小学１年生でチアダンスを始め、中

学３年生から名古屋市のダンススタジオでトレ
ーニングを重ねています。ダンスは、体一つで
気持ちや思いを伝えることができ、自分らしさ
を表現できます。振り付けを考えたり表現方法
を工夫したりすることで、創造力が磨かれるの
も魅力です。

「農芸ダンス部魂」で一致団結を
ダンス部は、近年優勝を逃していた「おどり

フェスタ」で優勝しました。今回、時代に合っ
た衣装に刷新し、振り付けも見直し、「農芸ダ
ンス部魂」を見せようと一致団結したのが良か
ったと思います。12月に開催される「三重県高
等学校ダンスフェスティバル」での入賞も目指
し練習に励みたいです。

幅広い年代に楽しんでもらえる振り付けを
かぶせ茶をアピールする動画「かぶせ茶パラ
ダイス」の出演の依頼を受けた時、YouTubeや
SNSで全国へ発信されるPR動画に参加できるこ
とをとても光栄に思い、同時に責任を感じました。
動画では、「Sole-cha-cha-cha-cha」といっ
た軽快な節回しに合わせて、茶畑などでダンス
を披露しました。振り付けを考案する際に心掛
けたのは、幅広い年代に楽しんでもらえること

創部18年の四日市農芸高校ダンス部は、今夏の
大四日市まつりで行われた「おどりフェスタ」で
３年ぶりの優勝を果たしました。また、本市特産
のかぶせ茶をPRする本市の動画にも、ダンスの創
作と出演で協力するなど、活躍の場を広げています。
この夏から新キャプテンとなった２年生清水彩

あや

加
か

さんに、ダンス部の活動やダンスの魅力、PR動
画の振り付けへの思いなど、お話を伺いました。

→

かぶせ茶
パラダイス動画
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人権のひろば
毎月

22日は「人権
を確かめ合う日」です

人権・同和教育シリーズ

問 育ち支援課
（ TEL 354-8256　 FAX  354-8475）

９月１日に、本市初のネーミングライツを
活用した総合体育館の愛称使用開始記念式典
を行いました。
ネーミングライツとは、施設を広告として
活用するため、民間事業者に、有償で施設の
愛称をつける権利を与える仕組みです。
募集の結果、契約相手は、相好㈱に決まり、

９月以降、総合体育館と中央第２体育館の愛
称を、それぞれ「相好アリーナ四日市」、「相
好サブアリーナ四日市」としました。契約期
間は10年で、本市は年間900万円の利用料を
得ます。相好㈱は、市内で体操教室を開講す

るとともに、パリオリンピック出場の岡村真
まな

選手をはじめとした有望選手が所属する体操
クラブチームを有しています。
愛称には、社名でもある「相好」（顔の表情
の意）を添え、異なる個性を大切にし、スポ
ーツに関わるすべての人を笑顔にできるよう
な施設へとの願いを込めてもらいました。
相好アリーナ四日市では、これまでも多く

の体操の大会が開催され、全国的にも認知さ
れています。「体操の聖地　四日市市の体育
館」というイメージが、今後さらに高まるこ
とを期待しています。

 総合体育館は相
そう

好
ごう

アリーナ四日市へ 

教育委員会内で組織の再編があり、小・中
学校に対して、生徒指導や不登校に係る助言、
特別支援教育の推進などを行う「育ち支援課」
が、４月に誕生しました。
課名には、こども一人ひとりの「育ち」に
寄り添った支援を大切にしたいという思いが
込められています。
こどもを「育てる」という意識が強くなり
過ぎると、「こうあるべき」、「こうさせたい」
と、大人の理想を押し付けてしまいがちです。
こどもが何かをする前に先回りして指示を出
したり、失敗の機会すら与えなかったりする

関わり方は、こどもの自発性や考える力を育
む妨げになります。
こどもは本来、自ら「育つ」力を持ってい

ます。大人の役割は、その力を信じて支える
ことです。守るべきときにはしっかり守り、
見守るべきときには一歩引く。そういった関
わり方が、こどもの健やかな成長を支えます。
育ち支援課は、こどもの心に寄り添い、安

心して育つことができる環境づくりを大切に
していきます。こどもが持っている力を信じ、
温かく見守っていきましょう。

 「育ち支援課」が誕生しました 
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